













生 体 系 に お け る ソ リ トン


































･育 -Sa2憲 +Bsin(- - W,-0,
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_ _⊥ 並 =｡
∂Z2 uo2∂t2
場の方程式 (4)のkinkとantikinkのソリトン解






2月=0.10eV, 45-0.10eV (8) -6-5-4-3 12 -10 1 2 3 4 5 6(C)
























rhodopsinのポ リペプチ ドにおける4つの- リックスで構成 されていて,(Asp占15orAsp呂12)･1b,r占50-･Tyr占47･.Tyr昌7-ITb,r83-Tyr呂′1-Tyr昌9･･･GluZ14で表わされている｡このような一次
元水素結合系-0-H-0-H-･0-H-におけるprotonsの動的な性質 をプロトンの運動 と格
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Q,+2cotp.tanhll[tan(V,/2ト tan(po/2)]- ± 3,
9 -sin~1u' 90- sinll弘o'






























































早大 ･理工 石 井 晃
物性に現われるsolitonには強磁性体におけるものの様に構造それ自体が トポロジカルに
ソリトンを形成 している場合もあれば (sine-Gordon系 ),そうでないノン トポ ロジカルな
ソリトン(KdV,NLS等)もある｡この種の分類はTD.Leel)によって拡められたが,彼に拠
ればノントポロジカルなソリトンは構造からの要請が無いため,孤立波を維持するためには
波の鉱がりを妨げる引力場が必要である｡ 境界条件としてその引力場が与えられてしまって
いる系もあるだろうが,. ソリトンとして興味があるのは引力場が孤立波の振巾の関数として
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